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今までは、建物の雨水利用システム設計において

●簡易な設計指針しか無い。
●利水効果、治水効果、環境保全効果、経済性の総合評価が無い。
●性能設計ツールが無い。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

設計ツールで、
総合評価でき、
性能設計可能

年間降水量の低下による水不足

都心部における河川の氾濫

地下施設や建物の浸水被害

災害時における生活用水確保の難しさ

雨水
利用 総合的に考慮した

性能設計ツール

利水効果 治水効果

環境保全効果 経済性

近年、雨水を積極的に利用するシステムが注目を集めています。ところが、既存の雨水利用システムの設
計指標はあるものの、この指標は利水効果、治水効果、環境保全効果、経済性などを総合的に考慮したもの
ではありません。そのため、これらを考慮した設計のためのツール開発が必要不可欠と言えます。そこで、本
研究では、建物の雨水利用システムの設計において利水効果、治水効果、環境保全効果、経済性などを総
合的評価し、性能設計ができるツールの開発を目的としています。

【研究シーズの概要】

●有効な雨水利用システムの設計
●地域防災拠点における衛生設備計画
●雨水利用システムの普及による社会の環境保全に貢献

【産業界での展開・用途】
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建物における雨水利用システムの
性能設計ツール研究開発

【研究シーズテーマ】
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